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前報"1こおいて， シロクローパの品種間あるいは品種内個体聞には，採種性およびその構

成形質に関して大きな変異が存在すること，また，採種性の変異は構成形質のうち，主として

着生頭花数によって決定されていることを明らかにした。その際，旬枝上の節において花芽お

よび栄養芽が形成される比率と順序，すなわち，開花強度と花芽の分化パターンにも，著しい

個体問変異が存在することを認めた。そこで本研究では，この開花強度および分化パターンを

種々の観点から観察L. それらがジログローバの生殖生長に関する変異として，どのような意

義を持っか検討した。

1. 茎頂における花芽および栄養芽の分化過程

アカグローバの花芽形成を観察したA1TK副2)は，アカクローパでは，最初に花芽に分化

した肢芽が急激な肥大生長を行い，それによって隣接する茎頂の分裂組織が巻き込まれるよう

に吸収され，消滅することを認めた。すなわち，アカクローバにおける節問伸長茎の有限付1育

性は，版芽起源の花序の急激な肥大生長に原因している。これに対しシロクローバの'h'¥J枝は，

1~芽と栄養芽を分化しつつ無限伸育的に生長を継続ーする。そこでシロクローパの旬枝が， どう

して無限仲育的であるのか，また茎頂組織において隣接して花芽と栄養芽がどのように分化し

てくるのか，花芽の分化パターンとの関係において組織解剖学的に観察した。

材料および方法花芽の分化パタ ~Áが特に顕著な 5 個体を， 品種 Milkaから選び用い

た。 8月中旬，これらの個体から旬枝の先端をサンプリングL，FAA液で固定した。ついで
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